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目的 

骨再建などで使用されるチタンデバイスが早期の骨結合を成し遂げることができれ

ば，術後の固定期間が短縮し，結合部の感染予防にもつながる。この研究では我々が

開発したデバイスの表面処理法について擬似体液を用いた研究成果を元に，ラットな

どの小動物に埋め込みを行い，生体内での力学的試験，組織学的観察，μCT による X

線学的観察などから表面処理法の生体内での最適条件を探索することを目的とする。 

内容 

我々が考案した H2SO4/HCL・600℃および複数の条件で表面処理を行った体内埋め込み

型チタンプレート（厚さ 0.4mm）を SD 系ラット頭蓋骨にスクリューで固定し，4，6，

12 週目に安楽死させ，固定具による力学的引き抜き試験（共同研究者：井上らが考案），

μCTによる微細構造学的観察，非脱灰研磨標本を用いたチタン周囲の骨形成過程の組

織学的観察などを行い，非処理群と比較検証する。共同研究施設中部大学ではその独

自の技術でチタン表面処理，表面の性状確認を SEM で実施，本学では小動物への埋植

試験，μCT，組織学的観察を行う。 
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